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造
園
の
魅

当
協
会
は
昭
和
５７
年

（１
９
８
２
年
）
に

設
立
さ
れ
、
来
年
で
４０
周
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
造
園
を
主
業
と
す
る
３２
社
が

正
会
員
、
４
社
の
賛
助
会
員
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
協
会
活
動
と
し
て
は
、
行
政
や

一

般
の
方
の
問
い
合
わ
せ
対
応
や
緑
化
に
関
す

る
提
案

・
要
望
等
発
信
、
人
材
育
成
や
情
報

共
有
を
目
的
と
し
た
講
習
会
等
の
実
施
な
ど

を
主
体
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
造
園
」
と
い
う
言
葉
は
庭
園
な
ど
の
緑

地
空
間
を
つ
く
る
こ
と
を
意
味
し
、
明
治

以
降
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
も
世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
言

葉
で
す
。

一
方
、
造
園
業
と
な
る
と
、
ど
の
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
る
か
知
ら
れ
て
い
な
い
事
も

多
く
あ
り
ま
す
し
、
情
報
の
発
信
が
足
り
て

い
な
い
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
る
場
面
も
多
く

あ
り
ま
す
。
造
園
業
は
許
可
業
種
と
し
て
は

一
般
社
団
法
人
広
ピ

建
設
業
の
括
り
に
属
し
て
い
ま
す
。
そ
の
建

設
業
の
中
で
は
、
唯

一
植
物

（生
き
物
）
を

多
様
に
利
活
用
す
る
こ
と
を
主
軸
に
、
空
間

設
計

・創
造

・
育
成
を
し
て
い
く
業
界
で
す
。

近
年
は
公
園
等
の
管
理
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
企

画
運
営
な
ど
に
も
取
り
組
む
機
会
も
増
え
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
側
面
も
強
く
意
識
し

た
人
財
育
成
も
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
業

界
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
様
々
な
得
意
分
野
を

持
つ
方
達
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
こ
と

も
重
要
な
事
で
す
。

モ
ノ
づ
く
り
に
は
規
格
が
重
要
で
す
が
、

作
り
込
ん
だ
時
点
で
の
規
格
で
な
く
、
植
物

（生
き
物
）
が
将
来
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い

く
か
を
想
像
し
空
間
創
り
を
し
て
く
と
こ
ろ

に
た
ま
ら
な
い
魅
力
が
有
り
ま
す
。

美
し
い
庭
園

・
公
園
な
ど
の
緑
化
空
間

を
創
造
育
成
す
る
こ
と
は
、
人
々
の
心
を

癒
し
日
々
の
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ
す
る
こ
と
に

大
い
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
美
し

い
景
観
や
風
景
作
り
を
す
る
だ
け
で
む
く
、

減
災

へ
の
備
え
や
生
物
多
様
性
に
貢
献
す

る
緑
地
、
温
暖
化
や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
化

を
抑
制
す
る
た
め
の
緑
の
あ
り
方
等
、
様
々

な
要
素
を
緑
の
力
を
介
し
て
そ
の
効
用
を

最
大
限
発
揮
さ
せ
る
力
量
が
造
園
人
に
は

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
で
は
、
第
３７
回
全
国
都
市

緑
化
ひ
ろ
し
ま
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
開
催
要
望
か
ら
会
場
設
営

な
ど
に
も
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
来
で

す
と
、
全
国
か
ら
多
く
の
方
を
迎
え
入
れ
て

フ
ェ
ア
を
実
施
し
、
広
島
の
良
さ
を
存
分
に

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
市
県
民
が
公

園
を
始
め
と
し
た
公
共
の
緑
に
改
め
て
関
心

を
持
ち
、
も
っ
と
平
素
か
ら
の
関
り
を
増
や

し
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
を
共
に
し
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
の
開
催
で
し
た
。
止
む
を
得

な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
対
策
が
優
先
さ
れ
る
中

で
、
そ
の
機
会
の
多
く
を
失
い
ま
し
た
。
い

つ
の
日
か
違

っ
た
形
で
も
緑
を
楽
し
み
考
え

る
場
を
持
て
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
良
質
な
緑
空
間
の
提
案
と
造

園
の
魅
力
を
地
道
に
発
信
し
て
い
く
中
で
、

地
域
に
根
差
す
団
体
と
し
て
成
長
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ぽ
鰊

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
春
期
間
の
募
金
活
動
が
出

来
ず
、大
変
深
刻
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
が
、

秋
期
間
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
た
結
果
、

募
金
総
額
は
２
６
２
８
万
４
１
４
７
円
で
、

前
年
度
比
１
・
４
％
の
減
と
、
影
響
は
最
小
限
に

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
内
訳
は
、
家

庭
募
金
が
４３
％
、
職
場
募
金
が
２３
％
、
企
業

募
金
が
２４
％
、
学
校
募
金
が
８
％
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
「
緑
の
募
金
」
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
県
民
の
皆
様
、
企
業
の
皆

様
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

緑
の
募
金
で
実
施
し
た
事
業
等
は
、
公
募

事
業
を
含
め
、
各
支
部
に
お
け
る
森
林
整
備

事
業
に
１
６
１
万
円

（７
％
）
を
、
学
校
や

身
近
な
公
共
施
設
な
ど
に
緑
化
を
行
う
緑
化

推
進
事
業
に
１
１
６
４
万
円

（
５３
％
）
を
、

さ
ら
に
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
を
育
成
す
る

緑
の
少
年
団
の
支
援
に
２
１
３
万
円
（１０
％
）

を
負
担
し
ま
し
た
。

ま
た
、
募
金
活
動
を
実
施
す
る
た
め
の
募

金
資
材
の
購
入
や
広
報
活
動
に
３
４
３
万
円

（１５
％
）
を
支
出
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度

―

総
額
約
２
６
２
８
万
円

こ
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

―

『
個
の
日
貪
』
の
実
績

森林整備

緑化活動

緑の少年団活動
●
員

●
ニ

国匹董狐國囲
/517,284円 ヽ
1ヽ.9%  ノ

その他

/2.067.

7ヽ.9%
,503円

)

企業募金

家庭募金

職場募金

学校募金

街頭募金
/23,696F工 ]ヽ

0ヽ.1% ノ

/6,451,174円 ヽ
2ヽ4.5%  ノ

11,270,075円

42.9%

5,954,415円

22.7%

回函壼醒西日
1747円

)

募金活動
推進事業

森林整備事業

緑の少年団育成事業

′3,4251824Fヨ |ヽ

1ヽ5.5%  ノ

その他

15.2%

1,605,

7.2%

緑化推進事業
′11,6381874円 ヽ
5ヽ2.5%     /

2,134,310円

9.6%

令
和
３
年
度
の

「緑
の
募
金
」
に
ご
協
力
を
―

今

年

の

募

金

目

標

額

は
、

令

和

２
年

度

第

２

回
理
事

会

に
お

い

て
、

３
５
０
０
万
円
と
決
定
し
、
募
金
活
動

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

春
の
募
金
取
組
み
期
間
は
、
３
月
１

日
か
ら
５
月
３１
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援

・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（公
益
社
団
法
人
広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
）

3

′



公
益
社
団
法
人

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構

令
和
３
年
度

定
時
総
会

（書
面
決
議
）
開
催

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

広
島
県
み
ど
り
推
進
機
構
の

「令
和
３
年

度
定
時
総
会
」
は
、
当
初
、
令
和
３
年
２
月

１０
日
に
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
広
島

（広
島
市

中
区
）
に
て
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、
や
む
を
得
ず
、
書
面
決
議
に
よ
る
開
催

へ
と
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

決
議
に
あ
た
っ
て
は
、
２
月
８
日
、
正
会

員

（４１
名
）
の
皆
様
へ
総
会
資
料
を
送
付
し
、

ご
審
議
の
う
え
、
書
面
決
議
書
を
ご
提
出
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
全
員
の
賛
成
に
よ
り
、
２
月

１９
日
付
け
で
総
会
は
成
立
し
、
全
議
案
が
原

案
の
と
お
り
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【議
事
】

１
　
議
事
録
署
名
人
の
選
出
に
つ
い
て

２

〈「
和
２
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
及
び
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

３
　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

４
　
定
款
の
改
正
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

令
和
２
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

な
お
、
理
事
長
、
副
理
事
長
に
つ
い
て
は
、

新
理
事
に
よ
る
３
月
の
理
事
会
（書
面
決
議
）

に
よ
り
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

任期 令和 3年 2月 総会選任後～令和 5年総会の終結の時 まで

余
〔。一囀̈

６
月
は
、
山
々
の
緑
が
と
て
も
み
ず
み
ず
し
い

時
期
で
す
。
毎
年
６
月
の
第
１
日
曜
日
に
開
催
さ

れ
る
、
ひ
ろ
し
ま

「
山
の
日
」
県
民
の
集
い
は
、

今
年
で
１９
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
年
、
新
た
に

「
山
の
日
」
運
動
に
加
わ
る
ま

ち
は
、
府
中
市
で
す
。
こ
こ
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

広
島
県
内
１６
市
町
１７
会
場
を
結
ん
で
、
山
の
手
入

れ
や
森
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、
自
然
観
察
会
な

ど
、
山
を
楽
し
み
学
ぶ
行
事
が
、
多
数
行
わ
れ
ま

す
。
是
非
、
お
近
く
の
会
場
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、

各
種
行
事
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
　
日
時
　
〈「
和
３
年
６
月
６
日

（日
）

２
　
場
所
　
県
内
１６
市
町
１７
会
場

（
予
定
、
〈
フ
後

変
更
有
り
、
詳
細
は
、
各
会
場
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。
）

・
府
中
市
会
場

（矢
野
温
泉
公
園

四
季
の
里
）

・
東
広
島
市
会
場

（憩
い
の
森
公
園
）

・
廿
日
市
市
会
場

（も
み
の
き
森
林
公
園
）

・
広
島
市
会
場

（広
島
市
森
林
公
園
、
広
島
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

二
二
原
市
会
場

（中
央
森
林
公
園
）

・
庄
原
市
会
場

（国
営
備
北
丘
陵
公
園
）

・
福
山
市
会
場

（ふ
く
や
ま
ふ
れ
愛
ラ
ン
ド
）

二
二
次
市
会
場

（酒
屋
い
こ
い
の
森
）

・
呉
市
会
場

（野
呂
山
）

・
北
広
島
町
会
場

（芸
北
地
区
八
幡
高
原
）

・
尾
道
市
会
場

（向
島
洋
ら
ん
セ
ン
タ
ー
）

・
安
芸
高
田
市
会
場

（鷹
巣
山
）

・
安
芸
太
田
町
会
場

（
深
入
山
）

・
大
竹
市
会
場

（
マ
ロ
ン
の
里
交
流
館
）

・
江
田
島
市
会
場

（野
登
呂
山
）

・
竹
原
市
会
場

（バ
ン
ブ
ー
総
合
公
園
）

３
　
問
い
含
わ
せ
先

（実
行
委
員
会
事
務
局
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ろ
し
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

８
０
８
２

（５
１
１
）
３
１
８
０

フ
ろ
Ｆ吻醐
一酬
の
一回
一

昌
りの
集
２
百
参
ｍ響
了

酬
｝十
綱
化
コ
勤
ウ奇
樹
目
覇
翠
ス
ク
Ｕ́

原
可
コ
ン
・夕
「
ル
］
で
入
賞
一＝ツ

（公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
主
催
し
た
令
和

３
年
用
国
土
緑
化
運
動

去
円
樹
運
動
ポ

ス
タ
ー
原

画
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
広
島
県
か
ら
特
選
１

作
品
、
入
選
２
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

◎
特
選

（文
部
科
学
大
臣
賞
）

◆
小
学
校
の
部

岡
村
　
成
美

〈海
田
町
立
海
田
小
学
校
１
年
〉

◎
入
選

（国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞
）

◆
中
学
校
の
部

住
田
　
遥

〈如
水
館
中
学
校
１
年
〉

◆
高
等
学
校
の
部

松
本
　
奈
々

〈広
島
県
立
三
原
高
等
学
校
２
年
〉

■
■
■

(敬称略、順不同)

公益社団法人

広島県みどり推進機構

役 員 名 簿

役 職 名 氏    名 所 属 団 体 等

理 事 長 檜 山 俊 宏 広島県議会議員

副 理 事 長 上 仲 孝 昌 広島県農林水産局長

吉 田 隆 行 広島県町村会会長 (坂町長)

邊 見 俊 宗 広島県森林組合連合会副会長理事

理   事 福 岡 誠 志 三次市長

木 山 耕 庄原市長

入 山 欣 郎 大竹市長

大 原 秀 朗 広島市経済観光局農林水産部長

津野瀬 武 久 広島県林業改良普及協会会長

梶 保 節 男 一般社団法人広島県森林協会常務理事

臼 坂 光 二 日本放送協会広島拠点放送局企画総務部長

佐 藤 ,告 子 広島県地域女性団体連絡協議会会長

監   事 奥 田 正 和 世羅町長

石 井 正 朗 広島県商工会連合会専務理事

６
月
６
日

（
日
）
県
内
１７
会
場
で
開
催

令
和
３
年
用

4



ひ
ろ
も
く
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

開
催
事
業
報
告

本
質
化
に
よ
る

「本
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
た
講
演
を
し
て
頂
き
、
県
本
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

《
今
後
の
展
開
》

５
年
間
の
取
組
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
固
定
化

さ
れ
つ
つ
あ
る

「木
製
ベ
ン
チ
」
の
募
集
の

仕
方
の
見
直
し
や
、
角
材
に
限
定
せ
ず
板
材

や
違

っ
た
規
格
の
材
料
を
用
い
た
新
た
な
デ

ザ
イ
ン
発
想
の
下
で
、
本
の
良
さ
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
手
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
木
材
利
用
の
機
運
醸
成
、
人
材
育
成

と
と
も
に
、
「ウ
ツ
ド
フ
ア
ー
ス
ト
社
会
の
実

現
」
「国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
」
運
動
の
展

開
へ
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
事
業
の
概
要
》

県
本
連
で
は
、
平
成
２８
年
度
か
ら
、
広
島

工
業
大
学
の

「建
築
分
野
に
お
け
る
本
材
利

用
研
究
セ
ン
タ
ー

」
と
協
働
し
、
産
学
官
連

携
の
下
で
地
域
材
の
需
要
拡
大
や
人
材
育
成

の
た
め
の
効
果
的
な
手
法
の
実
証
を
目
的
に

「
ひ
ろ
も
く
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
（公
社
）
国
土
緑
化
推
進
機

構
か
ら

「緑
と
水
の
森
林
フ
ア
ン
ド
事
業
」

の
助
成
を
受
け
、
第
６
回
目
の
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
活
動
や

日
常
生
活
、
教
育
現
場
で
も
大
き
な
影
響
を

受
け
、
一
部
内
容
の
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、

関
係
者
の
協
力
に
よ
り
本
製
ベ
ン
チ
の
デ
ザ

イ
ン
募
集
や
優
秀
作
品
の
ベ
ン
チ
試
作
、
公

共
施
設
等
へ
の
展
示
活
用
と
と
も
に
、
都
市

の
本
質
化
講
演
会
を
無
事
行
う
こ
と
が
出

来
、
地
域
材
利
用
に
関
す
る
人
材
育
成
や
、

県
民
へ
の
本
材
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

総
合
的
に
展
開
し
ま
し
た
。

《
取
組
み
結
果
》

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
考
慮
し
、
本
製
ベ
ン
チ

の
デ
ザ
イ
ン
募
集
を
例
年
よ
り

一
か
月
延
ば

（
一
社
）
広
島
県
木
材
組
合
連
合
会

し
て
１０
月
２
日
期
限
で
行

っ
た
結
果
、
小
学

生
の
部
で
は
過
去
最
多
の
２
１
７
点

（８
小

学
校
）
の
応
募
が
あ
り
、

一
般
の
部
の
応
募

作
品
１
１
１
点
と
併
せ
て
１０
月
２１
日
に
審
査

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
般
の
部
で
は
、

一
次
選
考
作
品
１１
点
の

プ
レ
ゼ
ン
動
画

（各
３
分
）
に
よ
り
、
安
全

性

・
耐
久
性

・
機
能
性

。
実
用
性

・
コ
ス
ト

面
の
審
査
が
行
わ
れ
、
年
々
進
化
す
る
優
れ

た
ア
イ
デ
ア
、
工
夫
さ
れ
た
作
品
は
、
７
名

の
審
査
委
員
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

優
秀
作
品
１８
点
は
、
広
島
工
業
大
学
の
先

生
方
の
指
導
の
下
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

学
生
や
県
木
連
の
会
員

（た
む
ろ
本
材
カ
ン

パ
ニ
ー
株
式
会
社
）
に
よ
り
、
県
産
材
使
用

の
本
製
ベ
ン
チ
と
し
て
製
作
さ
れ
、
県
内
の

公
共
施
設
等
で
展
示
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

対
策
か
ら
、
講
演
会
は
会
場
で
の
対
面
形
式

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
。
近
畿
大
学
工
学

部
建
築
学
科
准
教
授
の
松
本
慎
也
先
生
を
講

師
に
、
魅
力
的
な
建
築
空
間
を
構
築
で
き
、

近
年
は
本
質
構
造
の
中
大
規
模
建
築
へ
の
応

用
が
注
目
さ
れ
て
い
る

「本
質
ラ
ー
メ
ン
構

造
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、都
市
の
本
造
・

■
■
■
■
■

小学生の部 最優秀賞「みんないっしょり」 試作ベンチ

■マ黎■■■■

優秀賞「カラフルな花のイス」   優秀賞「自分が大きくなったと感じれるいす」

_._.… …
.“__.__ヽ

特別賞「ヘキサゴンベンチ」―般の部 優秀賞「Social Distance」

■■■■
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４
月
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
と
い
え
ば
桜
で
す

が
、
１
２
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
広
大
な
敷

地
の
ど
こ
を
歩
け
ば
よ
い
の
か
、
迷
わ
れ
る

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
緑

化
セ
ン
タ
ー
の

「さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
マ
ツ
プ
に
は
、
植
栽
エ
リ
ア
や
品

種
の
写
真
、
撮
影
ス
ポ
ツ
ト
、
見
ご
ろ
カ
レ

ン
ダ
ー
が
載

っ
て
い
る
の
で
、
散
策
が
よ
り

楽
し
く
な
り
ま
す
。
ご
来
園
の
際
に
は
、
ぜ

ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

園
内
で
は
、
早
咲
き
の
寒
桜
か
ら
遅
咲
き

の
八
重
桜
ま
で
、
お
よ
そ
６０
品
種
８
０
０
本

の
桜
を
、
１
か
月
に
渡
り
楽
し
め
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
品
種
が
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
下
か
ら
第

５
駐
車
場
ま
で
の
園
路
沿
い
「さ
く
ら
通
り
」

で
見
ら
れ
ま
す
。
例
を
あ
げ
る
と
、
有
名
な

染
井
吉
野

（
ソ
メ
イ
∃
シ
ノ
）
の
並
本
や
、

早
咲
き
の
河
津
桜

（カ
ワ
ヅ
ザ
ク
ラ
）
、
濃

い
ピ
ン
ク
色
で

一
重
咲
き
品
種
の
陽
光

（
∃

ウ
コ
ウ
）
、
緑
色
の
花
の
御
衣
黄

（ギ

∃
イ

コ
ウ
）
な
ど
で
、
他
に
も
数
多
く
の
品
種
を

,

繍
化
セ
ン
タ
ー
の
様

′

陽光

楽
し
め
ま
す
。

ぜ
ひ
森
林
浴
と
お
花
見
が
同
時
に
楽
し
め

る
、
春
の
緑
化
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

御衣黄

イベント掲示板 (4月～6月 )

行  事  名

第19回ひろしま「山の日」県民の集い

広島県緑化センター

ひろしま遊学の森
スタンプラリー 2021春

さくら祭り 2021

さくら祭り お楽しみイベント

lnstagramフ ォトコンテスト2021春

4月 の自然探勝

山菜教室

藤ケ丸山トレッキング

第25回 みどりの集い

春のバードウォッチング

春の写真教室

5月の自然探勝

シダの学習会

申込 (期限)1       内   容

一部要  1県 内各施設で、山の手入れや各種イベントを実施

http://ryokka‐ c.jp/

3月 20日 (土祝)～4月 18日 (日 ) 入園無料

実  施  日

6月 6日 (日 )

TEL 082‐ 899‐2811

3月 13日 (土 )～ 5月 23日 (日 )

4月 4日 (日 )

4月 1日 (木)～ 5月 31日 (月 )

4月 9日 (金 )

4月 11日 (日 )

4月 12日 (月 )

料  金

一部有料

広島市東区福田町

材料費100円

無 料

無 料

材料費1,200円

無 料

参加無料 自由参加

一部有料

参加無料

参加無料

参加無料

無 料

自由参加

要予約先着20名

要予約先着15名

期間中にひろしま遊学の森の両園I県緑化センター/市森林公園でスタ
ンプを押してブレゼントをグットしよう|(森林公園は駐車料金必要)

早咲きの寒桜から遅咲きの八重桜まで約60品種800本 の桜を
楽しむことが出来ます。さくらに関するクイズラリーも実施

さくら祭り恒例イベント、多数、各種ブース出店、自由工作塾や
ネイチャーゲーム。たね団子作り等の親子参加型イベントも実施

園内で撮影した冬～春の写真を投稿、入賞者には賞品授与

散策路を歩きながら、植物の観察 ※雨天中止

山菜についての講義の後、屋外に出て観察

距離約2.5km、 標高差約150mに挑戦します
【やや健脚向け】雨具持参 ※雨天中止

寄せ植え教室や草花販売、紙ヒ]―キ飛ばし、高所作業車上空から園内をり|

める
「空から森を眺めよう」などの様々な催しや各種キッチンカーもお目見え

散策路を歩きながら野鳥の観察、双眼鏡持参

散策路を歩きながら、植物の撮影について学習

渓流路を歩きながら植物の観察 ※雨天中止

散策路を歩きながらシダ植物を観察、ルーペ持参

園内で自由に絵を描き、午後からは公開審
査を開催 ※画材持参 (画用紙のみ配布)

道中、植物観察を交えながら三本木山頂までのハイキング

室内講義後、屋外にて観察、ルーペ持参

病虫害の防除と土壌改良についての講義

室内で基本を学び、屋外で実技指導、剪定鋏・手鋸持参

小枝や木の実等自然素材を使い、オリジナルの作品作り

室内で基本を学び、屋外で実技指導、剪定鋏・

手鋸持参 ※雨天中止

散策路を歩きながら、植物の観察 ※雨天中止

コケ玉作り講座

実物の枝葉を用いて、見分け方についての講義 ※室内

4月 29日 (木祝)

5月 8日 (土 )

5月 12日 (水 )

5月 14日 (金 )

5月 14日 (金 )

5月 15日 (土 )

5月 16日 (日 )

5月 19日 (水 )

5月 29日 (土 )

6月 1日 (火 )

6月 6日 (日 )

6月 9日 (水 )

6月 11日 (金 )

6月 13日 (日 )

6月 18日 (金 )

自由参加

要予約先着15名

自由参加

自由参加

自由参加

自由参加

自由参加

自由参加

要予約先着15名

自由参加

要予約先着15名

自由参加

要予約(定員調整中)

自由参力0

一部有料

第9回ひろしま遊学の森 こども写生大会

三本木山自然探勝

コケと草花の観察会

庭木の病虫害教室

松の手入れ 春

自由工作塾

常緑樹の剪定講座

6月の自然探勝

コケ玉作り

葉つぱで樹木を見分けよう～入門編～

27 ているキノ]につし

料

料

料

料

料

料

料

料

料

無

無

無

無

無

無

無

無

無

6

※新型コロナウイルス感染防止のため、イベント、研修会等を中止や延期する場合がありますので、ホームページやSNS等で最新の情報をこ確認ください。
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吉
和
鳴
滝
み
ど
り
の
少
年
団
は
平
成
８

年
に
設
立
さ
れ
、

２４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
小
学
５
・６
年
生
の
９１
名
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
尾
道
市
で
唯

一
の
少
年

団
で
す
。

私
た
ち
の
住
む
吉
和
は
、
鳴
滝
山
の
緑
と

吉
和
川
の
水
に
恵
ま
れ
て
、
農
業

・
漁
業
な

ど
、
そ
の
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
て
い

ま
す
。
そ
の
自
然
を
守
り
、
次
代
に
引
き
継

て
た
め
、
例
年
地
域
の
方
と
協
働
連
携
し

て
、
鳴
滝
山
の
植
樹
活
動
を
昭
和
５３
年
か
ら

行
い
、
〈
フ
年
度
で
４３
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
「
森
を
活
か
し
　
未
来
へ
届
け
る

ふ
る
さ
と
の
山
　
鳴
滝
山
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
〈
フ
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
に
よ

り
、
規
模
を
縮
小
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

鳴
滝
山
清
掃
＆
植
樹
　
１２
月
５
日

（土
）

団
で
は
、
毎
年
５
年
生
で
鳴
滝
山
の
植
樹

を
行
い
、
６
年
時
に
周
辺
の
清
掃
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
よ
り
、
令
和
２
年
３
月
に
計
画
し

て
い
た
植
樹
が
中
止
と
な
り
、
〈
フ
年
度
は
、

６
年
生
児
童
が
、

１２
月
に
清
掃
と
植
樹
を
合

わ
せ
て
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

鳴
滝
山
清
掃
で
は
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

を
中
心
に
下
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
児
童

た
ち
も
枯
葉
を
集
め
た
り
、
枯
葉
や
草
が
詰

ま
っ
た
大
き
な
ビ
ニ
ル
袋
を
運
ん
だ
り
気
持

ち
の
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

清
掃
作
業
に
引
き
続
き
、
６
年
生
児
童
に

よ
り
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
植

え
た
苗
が
、
す
く
す
く
大
き
く
な
る
よ
う

に
、
鳴
滝
山
の
自
然
が
続
く
よ
う
に
願
い
な

が
ら
苗
本
に
そ

っ
と
土
を
か
ぶ
せ
て
い
き
ま

し
た
。

こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
故
郷
を
愛
し
、

自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
養
う
取
組
を

続
け
て
い
く
こ
と
が

「命
の
リ
レ
ー
」
と
な

り
故
郷
吉
和
の
自
然
を
守

っ
て
い
ま
す
。

親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
が
れ
る
「命
の
リ
レ
ー
」

吉
和
小
学
校
に
は
、
児
童

・
教
員
が
作
詞

作
曲
し
た

「命
の
リ
レ
ー
」
と
い
う
歌
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
歌
詞
に
は

「小
さ
な
こ
と
だ

け
ど
　
一
粒
の
種
を
植
え
よ
う
　
大
好
き
な

こ
の
景
色
が
　
消
え
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
」
と

あ
り
ま
す
。
保
護
者
の
中
に
も
、
自
分
が
小

学
生
の
時
、
鳴
滝
植
樹
に
参
加
し
た
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
植

樹
活
動
を
通
じ
て
、
本
々
の
成
長
と
と
も
に

「自
分
達
が
守
る
鳴
滝
山
、
古
和
の
町
を
考

え
る
大
人
」
に
成
長
し
、
地
域
を
支
え
、
次

の
世
代
に
受
け
継
い
で
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
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第43回 鳴滝山ふるさと清掃・植樹

6年生児童がクラスごとに記念撮影

鳴滝山もきれいになり

気持ちの良い汗を流 しました ヽ ″ Ц ヽ
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苗木にやさしく土をかぶせました 一人一人のネームプレー トも付けました
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キャンペーングッズに「カープ」。「サンフレッチェ広島」
コラボピンバッジを作りました緑の募金 春のキャンペーン (3月～5月 )

1個 500円以上の募金をお願いします 【申込み方法】
郵便局に設置されている払込取扱票に次の内容を記入し、

お申込みください。(5月 31日 まで)

口座記号番号 :01340-2-28817
加 入 者 名 :(公社)広島県みどり推進機構

金    額 :個数 ×500円と、送料120円の合計金額を記入し、払込

通  信  欄 :バッジの「個数」と必ず『①カープパッジ希望」又は

「②サンフレッチェバッジ希望」と明記

こ依頼人の郵便番号、住所、氏名、電話番号を記入

※それぞれ 100個の数量限定です。、無くなり次第終了させていただきます。
※払込取扱票は窓日 または ATM機 でご利用で きます。

※払込手数料は窓口 203円 、ATM152円
※一度 に大量の申込みはこ遠慮 ください。

「緑の募金」自動販売機の飲料会社及び設置者企業等
(令和2年 12月 31日現在 計67台 )

〒730‐8511広島市中区基町 10-52県庁森林保全課内 TEL082-513-4840
E― mail info@green_hiroshima.or.ip

ホームページ http://www.green_hiroshima or.jp

支 部 事 務 局

アタッチメン ト :蝶 ピン

サ イズ :W27× H23mm
素材 :ス テンレス

広島市役所農林整備課 082‐ 504-2249

呉市役所農林水産課 0323-25-3317

竹 原 市役 所 建 設課 0846-22‐ 7746

三原市役所農林水産課 0848‐ 67‐ 6031

尾道市役所農林水産課 0848‐ 38‐ 9212

福山市役所農林水産課 084‐ 923-1033

府 中市役 所 農 林 課 0847-43-7132

三 次 市役 所 農 政 課 0824-62-6163

庄原市役所林業振興課 0324-73‐ 1124

大竹市役所産業振興課 0827‐ 59‐ 2130

東広島市役所震林水産課 082-420-0939

廿日市市役所農林水産課 0829‐ 30‐ 9148

アタッチメント :蝶 ピン

サイズ :W17× H28mm
素材 :鉄

自
動
販
売
機
に
よ
っ
て
、
緑
の
募
金
が
で

き
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

写
真
の
よ
う
な
自
動
販
売
機
が
、
県
内
に

昨
年
度
末
現
在
で
６７
台
設
置

（別
表
参
照
）

さ
れ
、
自
動
販
売
機
の
売
上
げ
の

一
部
を
当

機
構
に
募
金
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

募
金
の
方
法
は
、
設
置
者

（企
業
）
の
意

向
に
よ

っ
て
清
涼
飲
料
水
メ
ー
カ
ー
と
自
動

販
売
機
設
置
者
が
協
定
を
結
び
、
両
者
が
販

売
量
に
応
じ
て
ご
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
場
合
と
、
設
置
者

（企
業
）
が
販
売
量
に

応
じ
て
緑
の
募
金
と
し
て
ご
寄
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
度
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
と
設
置
者
の
寄

付
総
額
は
約
６２
万
４
０
０
０
円
で
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
動
販
売
機
を
新
た
に
設
置
さ
れ
る
方

は
、
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
社
会
貢
献
の

一
助
と
し
て
、
こ
の
方
式
の
自
動
販
売
機
の

設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
を
購
入
さ
れ
る
方

は
、
是
非
こ
の
自
動
販
売
機
を
ご
利
用
に
な

り
、
緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

自
動
販
売
機
に
よ
る
『
緑

の
日
金
〕』
で
！
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安芸高田市

江 田 島 市

府 中 町

海 田 町

熊 野 町

坂   町

安芸太田町

北 広 島 町

大崎上島町

世 羅 町

神石高原町

安芸高田市役所農林水屋課

江田島市役所農林水産課

府 中町 役 場環 境 課

海田町役場都市整備課

熊野町役場晨林緑地課

坂町役場産業建設課

安芸太田町役場産業振興課

北広島町役場農林課

大崎上島町役場建設課

世羅町役場産業振興課

神石高原町役場産業課広 島 市

日南 市

広島県緑化センター レス ト八ウス 中央森林公園 公園センター外 (7台 )

靭 不 ニ ビ ル サ ー ビ ス 本 社 矢崎部品榊マツダビジネスユニット

ア ト ム 閉 本 社 工 場 いJPビジネスサービス (2台 )

水 分 峡 森 林 公 園 管 理 棟 閉ディスコ広島事業所 (2台 )

同 新 栄 商 事 グ ル ー プ 本 社 い ユ ー 八 イ ム 広 島 支 店

‖新栄商事グループフォレストセレモ新栄宮濡会館 介護付き有料老人木―ム ふじの家川内

‖新栄商事グループフォレストセレモ新業本郷駅前会館 同 橋 本 園 芸 場

合 同 印 刷 機 材 閉 タ イ ヤ 館 広 島

ブリジストンタイヤジャバンは 3カ ン′(ニー 東広島憩の森公園セミナー八ウス

い ウ ッ ドワン 小笠原倉庫 NPO法 人′1ンブースポーツクラフ(,(ンフー体育館)

県立 もみ の き森 林公 園 (4台 ) NPO激′(ン リースボーツクラフ{′ (ン ブージつイハイランド駐輯)

テクノ興産欄 (グ リーンパーク大手町) NЮ 法人′1ンフースポーツクラブ(バンフーカイハイランド子供広場)

テクノ興産榊 (グ リーンパーク千田町) 道 の 駅 三 矢 の 里 あ き た か た

府 中 町 水 分 峡 森 林 公 園 事 務 所 (2台 )

榊ディスコ広島事業所桑畑工場外 (11台 ) ティーエスアルフレッサ榊尾道物流センター

広 島 県 緑 化 セ ン ター (3台 ) 黒 瀬 町 森 林 組 合

テクノ興産榊 (グ リーンバーク若草町)

大成建設閉中国支店 中国四国管区警察学校生徒寮建築その他工事作業所

大 成 建 設 閉 広 島 県 庁 本 館 等 耐 震 改 修 及 び 維 持 保 全 工 事 作 業 所

成 和 産 業 閉 尾 道 物 流 セ ン タ ー

い デ イ ス コ 広 島 事 業 所 (2台 )

デイサービスセンターふじ川内 アサヒカルビスピバレッジ欄広島支店

黒 瀬 町 森 林 合

ル  広  島  府  中 (2台 )イ オ ン モ

老 人 ホ ー ム ふ じ の 家 川 内

ダイドードリンコ株式会社 (38台 )

株式会社キリンピバックス (12台 )

キリンピバレッジ株式会社 (2台 )

株式会社伊藤園 (6台 )

ネオス株式会社 (1台 )

府中鉱泉社 (1台 )

広島中央ヤクルト販売株式会社 (2台 )

イオンモール株式会社 (2台)

ダイコーフーズ株式会社 (3台)

た
も
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
ま
せ
ん

公益社団法人 みどり推進機構

υ [擬鐵
'動

む
募金は次の回座でお受けしています。

●広島銀行県庁支店
普通 1002210

●郵便振替口座
01340‐ 2‐ 28817
口座名義はいずれも

公益社団法人広島県みどり推進機構
ひろしまの緑 88号 (令和3年 4月 1日 発行)発行 公益社団法人広島県みどり推進機構
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